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 中国語には，形態変化を伴うヴォイスの体系は存在しないが，ヴォイスを「「動詞の表わ

す動作」を中心とした，「動作主(Agent)」と「受動者(Patient)」の文中での現われ方」と捉

えれば，それを変更する手段は中国語にもある．関連する表現を並べてみる． 

 能動表現： A       V(R) P。 [V：動詞，R：結果を表わす要素] 

 受動表現： P  被  (A) VR。 [被：BEI，Aは省略可] 

  P 叫/让  A  VR。 [叫：JIAO/让：RANG，Aは省略不可] 

 処置表現： A  把   P  VR。 [把：BA] 

 使役表現： A 叫/让  P  V(R)。 [叫：JIAO/让：RANG] 

 受動表現には結果を表わす要素 R (以下例文中の下線部)が重要であり，動詞が強い影響

力を持つ動作を表わすものでない限り，(1)の受動表現から Rを取り去った(2)は成立しない

が，“被(A)”を取り去った(3)は受動者主語文として成立する．のみならず，受動者主語文

に“被(A)”を加えると却って不成立となる場合さえある(4)．このことから受動表現の成

立には“被(A)”よりも Rが重要であることが確認される．またこの際，“被(A)”の付加が

可能か否かは，「迷惑の感情・被影響感」の有無によると見られることから，このような感

情移入も中国語の受動表現成立の重要な要素であることがうかがわれる． 

 (1)  奖状被(小王) 写错了。 賞状が(王さんに)書き間違えられた。 

 (2) *奖状被(小王) 写 了。 賞状が(王さんに)書かれた。 

 (3)  奖状     写错了。 賞状が書き間違った。 

 (4) *信 被(小王) 写好了。 手紙が(王さんに)書き上げられた。 

 処置表現にも Rが重要であり，動作主が，動作の結果受動者にどのような情況をもたら

したかを重点的に表現する．(6)は(7)より緊急性の高さが感じられるという． 

 使役表現では，Rは常に必須という訳ではなく，必ずしも動作及びその結果の実現を含

意しない．そのため受動・使役共通の“叫/让”を使った場合，Rがある時は受動の読みと

なり(5)，ない時は使役の読みとなる(7)ことがある．このこともまた，受動表現の成立には

Rが重要であることを示唆する． 



 

 (5) 司机叫乘客弄下车了。 運転手は客に車から降ろされた。 

 (6) 司机把乘客弄下车了。 運転手は客を車から降ろした。 

 (7) 司机叫乘客下 车了。 運転手は客を車から降りさせた。 
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